
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 
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 昼休みの風景です。グラウンドいっぱいを使って附属中学校生徒が体育祭の練習をしています。４人５

脚、大縄跳び、リレーのバトンパス、それからキャタピラレースに使うキャタピラの開発などなど、毎日よく

取り組んでいました。行事に向けて、みんなのために協力する姿、本当に素晴らしいと思いました。 

少し涼しいくらいの天候にも恵まれ、６月６日（火）南高祭 体育祭の部 が開催されました。多くの保護者

の皆様にもおいでいただきました。ありがとうございました。開会式では高等学校生徒会長から、「周りの人を

頼って、無理をしすぎないで、一人で抱え込まないでください。」との温かい言葉がありました。勝負ですか

ら、勝利を目指すことはもちろんですが、生徒会長が、周りの人を思うことに触れられていたことがとても印

象に残りました。高等学校の教職員・生徒の皆さんにも支えてもらいながら、附属中生が思い切り行事に取り

組むことができる幸せを感じました。また実行委員長からも「思い切り楽しんでください。」との言葉がありま

した。附属中生が、一つひとつの競技に取り組む姿勢、楽しむ様子はもちろん素晴らしかったのですが、中で

も応援が素晴らしかった。仲間を大切に思い、最後まで大きな声を出していましたね。 

南高祭の基本精神    みんなが仲間に みんなが楽しく みんなで創ろう 

体育祭の部 具体目標 競技に一生懸命に取り組むことにより、学級・学年・中学校の親睦を深めよう 

を実感できる行事でした。 

今週は期末テストに真剣に取り組んだ附属中生の皆さん、今度は来月１２日に迫る合唱コンクールに向けて

の準備ですね。南高附属中の合唱コンクールの目的は、 

ひとつの曲を、クラスで協力し、工夫しながら作り上げる過程を通して、よりよいクラス、学年、および学校をつく

る。 

です。合唱コンクール当日に、横浜みなとみらいホールに響き渡る歌声はどんなに素晴らしいだろう、とわ

くわくしていますが、クラスの仲間と協力して練習したり、もっといい合唱にならないかと意見を交換した

り、文化委員の皆さんが行事の準備を丁寧に進めたりすることなどを通して、クラス、学年、南高附属中学校

がよりよくなっていくことに期待しています。 
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南高附属中のチームワーク 

１年学年だより 



 

 

 

 

 雨が多かった６月上旬、梅雨の合間に体育祭を無事行うことができました。新型コロナの流行で、

保護者参観できないことが続きましたが、今年は保護者の方の参観もできました。熱中症が心配さ

れましたが、当日は程よい気温で思う存分競技に集中できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで盛り上がった体育祭！！ 



     
 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１組： あああああ さん 

本番の時に目標を達成するために、みんなで練習を早めに始めて、他のクラスよりも早く団結力

が築かれていったのがとてもよかったと思った。さらに、学年全体で練習をした後に反省点を話し合

った日には早く帰りたいとか面倒くさいと嘆いている人がいなくて、みんな積極的に参加してくれて

いてうれしかった。 

２組： あああああ さん 

 本番の時にはちゃんとすぐ並んで始められたし、何より楽しんでできていたと思う。私は体育祭はも

ともと嫌だったけれど、終わってみたら楽しかったから、思い込みや偏見で自分の好きなこと、楽しい

ことを作ってしまうのはよくないと改めてわかった。これからは、新しいこと、自分が苦手と思うことに

もチャレンジして、自分が本心から好きなことを見つけていきたい。 

３組： あああああさん 

大縄では、「声を出して力を合わせる」ことを頑張った。実行委員さんが「声を出して団結力を高

めたい」と言っていたから、積極的に声を出した。リレーを含めたすべての競技ではたくさん応援をし

たと思う。応援を意識して頑張ったというよりも、見ているうちに自然と応援したくなった。閉会式で

頭がズキズキするくらい声を出したから、それほど楽しかったんだと思う。 

４組： あああああさん 

 綱引きでは、コツなどを生かして全力で取り組むことができました。１回戦目の反省を２回戦をやっ

ている間に臨機応変に行う３年生がとてもかっこよかったです。大縄跳びはもう言うこともないぐらい

うまくできたと思いました。クラス全体の士気、作戦などが過去最高レベルによかったです。練習の

時はつかれるより先に縄に引っかかってしまったのですが、本番では縄が引っかかっていなかったの

で疲れました。とても楽しかったです。 

 

 

 

 

 中学校に入学して初めての期末テストを迎えました。横浜市学習状況調査や Benesse の学力推

移調査、基礎基本の確認をした基礎力診断テストなど数々の試験を受けてきましたが、今回の期末

テストは１学期の集大成となるものでした。週プランで学習の計画をたて、試験に向けて自分のペー

スで学習を深めました。 

 テストは、問題が解けるかどうかを計るだけでなく、①テストに向けた努力、②テストを終えて、でき

なかったところをできるようにする、という機能があります。テストが終わったところなので、次は②を

深めていきましょう。 

 

初めての期末テスト 

今月の“よし ”ポイント！ 

体育祭でのこと。右も左もわからず、先輩についていくのがやっとの１年生・・・のはずが。 

２，３年生から、「１年生の応援がすごかった。むしろ引っ張られていたかも。」という言葉をもらい

ました。１年生が「お客さん」ではなく、中学最初の、大きな行事の成功に携われたことがとても良

かったです。７月の合唱コンクールでは、中学１年生１６０人だけがステージに上っての合唱です。 

中高の先輩と保護者の方々に、どんな合唱を届けたいですか？良い合唱は良い表情から。チーム１２

期、一丸となっていきましょう！ 


